
十
月   

十
七
日
（土
） 

倶
利
伽
羅 

源
平
の
郷
（石
川
県
）  

十
月   
十
八
日
（日
） 

サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
内
灘
（金
沢
市
） 

十
月
二
十
四
日
（土
） 

万
葉
の
里 

高
岡
（高
岡
市
） 

十
月
二
十
五
日
（日
） 

道
の
駅 

う
な
づ
き
（富
山
県
） 

 

北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
に
伴
い
、
佐
久
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
お
菓
子

や
地
酒
、
味
噌
、
漬
物
、
佐
久
鯉
な
ど
の
物
産
を
販
売
・
Ｐ
Ｒ
す
る
「
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
」
を
、
北
陸
の
道
の
駅
に
て
実
施
し
た
。 

「
プ
ル
ー
ン
の
産
地
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
」
「
佐
久
鯉
は
知
っ
て
い
る
。

今
後
行
っ
て
み
た
い
。
」
な
ど
、
そ
の
地
域
の
人
と
交
流
し
語
る
こ
と
で
佐

久
地
域
を
よ
り
身
近
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

－６－ 

日
時
：十
月
三
日
（土
） 

四
日
（日
） 

場
所
：駒
場
公
園
・佐
久
創
造
館
・長
野
牧
場 

 
 

 

中
山
道
街
道
蕎
麦
「
煮
こ
じ
蕎
麦
」
を
取
り
扱
う
信
州
佐
久
煮
こ
じ

蕎
麦
の
会
で
は
、
佐
久
の
食
文
化
と
芸
術
文
化
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
佐
久
の
特
徴
と
魅
力
を
際
立
た
せ
、
中
山
道
を
旅
す
る
人
や
販

売
店
ほ
か
地
元
の
皆
さ
ん
の
巡
り
合
い
に
よ
り
旅
情
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
地
元
陶
芸
家
の
蕎
麦
猪
口
展
を
十
一
月
一
日
～
二
月
二
十

八
日
の
間
、
店
頭
で
開
催
し
た
。
初
め
て
お
店
を
訪
れ
る
人
も
作
品
に

興
味
を
も
ち
、
店
主
ら
と
の
会
話
も
弾
ん
だ
。 

 

煮
こ
じ
蕎
麦
参
加
店

で
の
蕎
麦
猪
口
展 

 

▲ぞっこん！さく市アートランドで蕎麦猪口のプレ展示 
 

蕎麦猪口 

十
月
十
七
日
（
土
） 

信
濃
毎
日
新
聞
掲
載 

▲
 

 
 
 
 
 
 
 
 

▲大勢のお客様に 
佐久の地場産品を販売・ＰＲ 

▼
 



基
礎
編 

五
月
二
十
六
日
（火
）
六
十
名 

実
務
担
当
者
編 

九
月
十
七
日
（木
）
八
十
二
名 

 

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
運
用

が
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
関
す
る
講
習
会
を
「
基
礎

編
」
・
「
実
務
担
当
者
編
」
と
二

回
に
分
け
て
開
催
し
た
。
基
礎
編

で
は
、
社
会
保
障
や
税
・
災
害
対

策
の
分
野
に
関
す
る
行
政
手
続
き

で
利
用
さ
れ
、
提
供
等
に
厳
格
な

規
制
が
か
か
る
事
な
ど
の
概
略
が

説
明
さ
れ
、
実
務
担
当
者
編
で
は

具
体
的
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
、

利
用
、
管
理
、
保
管
に
つ
い
て
の

対
策
が
説
明
さ
れ
た
。 

－７－ 

開
催
：十
一
月
（全
五
回
） 

場
所
：当
所
会
館 

 
「
創
業
」
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は

興
味
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
て
、
事
業
を
開

始
す
る
た
め
の
心
構
え
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
・
融
資
制
度
や
事
例
の
紹
介
な
ど
創
業
に
役
立

つ
実
践
的
知
識
等
を
習
得
す
る
た
め
の
『
創
業

塾
』
を
開
催
し
た
。 

 

創
業
時
に
直
面
す
る
課
題
と
し
て
資
金
の
調
達

や
、
事
業
計
画
書
の
作
成
、
各
種
手
続
き
な
ど
の

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
創
業

塾
は
地
域
の
潜
在
的
な
創
業
者
を
掘
り
起
こ
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
五
回
の
体
系
的
な
講
座

を
開
催
。
新
規
創
業
希
望
者
及
び
創
業
後
間
も
な

い
方
十
六
名
が
受
講
し
た
。 

 

▲八十名を超える参加者が聴講 

開
催
：五
月
か
ら
十
二
月 

場
所
：
当
所
・三
才
山
病
院
他 

「
新
進
気
鋭
塾
」
（
塾
長
：
白
井
汪
芳 

佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
学
長
）
は
、

平
成
二
十
七
年
度
長
野
県
〝
元
気
づ
く

り
補
助
金
〟
事
業
を
活
用
し
て
、
「
介

護
に
お
け
る
地
域
課
題
解
決
の
企
画
立

案
・
推
進
」
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。 

 

各
方
面
の
有
識
者
に
よ
る
講
演
会
三

回
開
催
（
延
二
百
六
十
六
名
参
加
）
、

関
連
施
設
の
調
査
見
学
会
三
回
（
延
六

十
三
名
参
加
）
、
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
企
画
研
修
五
回
（
延
八
十
名
参
加
）

に
よ
り
「
介
護
」
に
お
け
る
課
題
を
絞

り
込
み
、
企
画
コ
ン
セ
プ
ト
案
を
ま
と

め
課
題
解
決
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
っ
た
。 

日
時
：五
月
二
十
日
（（水
） 

場
所
：佐
久
情
報
セ
ン
タ
ー 

参
加
者
十
六
名 

 

チ
ラ
シ
や
広
告
掲
載
な
ど
費
用
対
効
果
が
見

込
め
ず
悩
ん
で
い
る
会
員
も
多
い
こ
と
か
ら
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
０
か
ら
作
る
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
活
用
し
た
成
功
事
例
と
そ
の
秘
訣
な
ど
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。 

 
 

参
加
者
は
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
が
効
果
的

な
情
報
発
信
に
繋
が
る
こ
と
を
知
っ
て
早
速

や
っ
て
み
た
い
」
と
意
欲
的
に
な
り
、
セ
ミ

ナ
ー
後
、
み
ん
な
で
シ
ェ
ア(

助
け
合
い)

す
る

こ
と
で
お
互
い
の
情
報
発
信
に
役
立
て
よ
う
と

創
業
者
ク
ラ
ブ
専
用
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
公

開
し
た
。 

Facebook講習会での事例を交えた説明 

▲参加メンバーによるグループワーク 



 

当
所
経
営
支
援
員
が
同
席
し
、
税
理
士
や

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
各
種
専
門
家
の
力
を

借
り
て
、
会
員
の
経
営
課
題
や
悩
み
を
解
決

す
る
専
門
家
派
遣
を
実
施
し
た
。 

 

飲
食
店
（
中
華
料
理
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
フ

ラ
ン
ス
料
理
、
多
国
籍
料
理
等
）
や
自
動
車

整
備
業
な
ど
か
ら
は
「
こ
ん
な
取
組
み
を
し

て
い
る
の
に
お
客
が
伸
び
な
い
・
・
・
」

「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
な
ど
の
悩
み
や
質

問
が
出
さ
れ
、
課
題
解
決
の
た
め
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。 

 

利
用
し
た
会
員
か
ら
は
「
今
後
の
方
向
性

や
取
り
組
む
べ
き
内
容
が
は
っ
き
り
し
た
」

と
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
。 

－８－ 

日
時
：二
月
十
八
日(

木
） 

場
所
：ホ
テ
ル
一
萬
里 

 
会
員
事
業
所
代
表
者
や
従
業
員

の
方
を
対
象
と
し
た
異
業
種
交
流

会
、
通
称
「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開

催
し
、
約
五
十
名
の(

二
十
七
事
業

所
）
の
参
加
者
が
名
刺
交
換
、
一

分
間
の
自
己
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い
各
社
の

Ｐ
Ｒ
や
活
発
な
交
流
を
行
い
交
流

会
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
気
に
な
っ
て

い
た
お
店
の
方
な
ど
と
初
め
て
会

え
て
、
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

刺
激
を
受
け
た
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。 

開
催
：
八
月
三
日
（
月
） 

場
所
：
ホ
テ
ル
一
萬
里 

 

理
財
部
会
で
は
、
転
勤
族
の

金
融
機
関
と
地
元
に
根
差
し
た

士
業
等
か
ら
な
る
理
財
部
会
会

員
と
そ
の
従
業
員
・
ス
タ
ッ
フ

を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
異
業
種
交

流
会
〝
士
行
種
交
流
会
〟
を
開

催
し
た
。 

 

各
業
界
の
代
表
に
よ
り
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
名
刺
交
換
会
と
懇
親
会
を

通
じ
積
極
的
か
つ
有
意
義
な
交

流
会
と
な
っ
た
。 

 

情
報
産
業
部
会
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
の
デ
モ
飛
行
と
活
用
状
況
に

つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

「
ド
ロ
ー
ン
」
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
事
例
・
規

制
等
に
つ
い
て
講
師
の
中
込
カ

メ
ラ
高
橋
店
長
よ
り
説
明
を
受

け
た
。 

 

同
部
会
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
表
現
の
新
た
な
幅
を
持

た
せ
る
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。 

▲専門家のアドバイスを真剣に聞く経営者 

と従業員 
▲参加者全員が名刺交換 

▲１月２１日（木）信濃毎日新聞 

開
催
：
一
月
十
九
日(

火) 
 

場
所
：
当
所
会
館 



日
時
：十
一
月
二
十
五
日(

水) 

佐
久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

 

女
性
会
で
は
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
記
録
を
ま
と
め
た
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
エ
コ
バ
ッ
ク
、
記
念
品
が
配
ら
れ
、
記
念
講
演
会
、

記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。 

 

記
念
講
演
会
で
は
、
御
来
賓
、
女
性
会
会
員
、
一
般

参
加
者
も
含
め
約
九
十
名
が
参
加
し
、
女
性
会
が
日
頃

行
っ
て
い
る
エ
コ
活
動
を
題
材
に
、
落
語
家 

林
家
う

ん
平
師
匠
に
よ
る
「
『
も
っ
た
い
な
い
』
を
身
近
な
こ

と
か
ら
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
は
じ
め
よ
う
」
、The 

D
o
u
b
le
 
R
ol
e

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
落
語
＆
ジ
ャ
ズ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
。 

 

記
念
式
典
で
は
、
会
頭
、
長
野
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
会
長
の
山
浦
悦
子
様
よ
り
御
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
女
性
会
三
十
年
の
あ
ゆ
み
を
懐
か
し
い
写
真
と
共

に
振
り
返
っ
た
。 

－９－ 

▲多くの仲間と協力しあい無事三十周年を迎えた 

日
時
：一
月
～
二
月 

場
所
：社
会
医
療
法
人 

恵
仁
会 

 

社
員
の
健
康
診
断
と
し
て
多
く
の
事
業
所
に
受
診

い
た
だ
い
て
い
る
、
集
団
健
康
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

本
年
度
も
、
社
会
医
療
法
人
恵
仁
会
の
ご
協
力
を
頂

き
一
月
～
二
月
に
実
施
し
た
。 

 

受
診
者
は
年
々
増
え
、
本
年
度
は
一
一
八
事
業
所 

六
七
六
名
が
受
診
し
た
。 

 

第
四
十
七
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
石
川
全
国

大
会
が
金
沢
市
で
行
わ
れ
、
当
所
女
性
会
か
ら
は
十
四
名
で

参
加
。
全
国
各
地
の
女
性
会
会
員
約
三
千
二
百
名
が
参
加
し

盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

 

北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
り
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る

金
沢
市
。
ひ
が
し
茶
屋
街
や
尾
山
神
社
を
散
策
し
、
加
賀
百

万
石
の
歴
史
に
触
れ
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
々

で
賑
わ
い
、
影
響
力
を
強
く
感
じ
る
視
察
研
修
と
な
っ
た
。 

 

全
国
大
会
で
は
「
能
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
で
金
沢
の
伝
統
芸
能
の
観
覧
、
記
念
講
演
会
で
は

ビ
タ
ミ
ン
ち
く
わ
や
カ
ニ
風
味
ち
く
わ
を
開
発
し
て
い
る
㈱

ス
ギ
ヨ 

代
表
取
締
役
社
長 

杉
野
哲
也
氏
よ
り
講
演
を
い

た
だ
き
、
距
離
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を
補
う
た
め
や
他
社
商

品
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
の
商
品
開
発
に
つ
い
て
の
講
演

が
催
さ
れ
た
。 

 
 

 

会
員
事
業
所
の
皆
様
に

日
頃
ご
協
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
共
済
制
度
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
お
い
て
、
お
蔭

様
で
当
所
が
基
準
保
険
料

達
成
率
部
門
の
Ｄ
グ
ル
ー

プ
で
全
国
一
位
の
成
績
と

な
り
三
連
覇
を
達
成
。 

 

都
道
府
県
部
門
の
保
険

料
部
門
で
長
野
県
が
十
一

連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

グループ別 会員数 順位 CCI 

D：2,000以上・3,500未満 1 佐久 

A：1,000未満 1 千曲 

B：1,000以上・1,500未満 1 下諏訪 

【商工会議所の部】基準保険料達成率部門 

【都道府県の部】基準保険料達成率部門 

順位 都道府県 順位 都道府県 順位 都道府県 

1 佐久 2 秋 田 3 福 島 



－１０－ 

日
時
：九
月
十
二
日
（日
） 

 

北
陸
女
性
と
佐
久
地
域
の
男
性
に
よ
る

「
佐
久
っ
と
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
た
。
婚
活
の
一
週
間
前
に
男
性
参
加
者

を
対
象
に
し
た
「
男
子
力
ア
ッ
プ
講
座
」

を
開
催
し
、
女
性
へ
の
話
し
方
や
エ
ス

コ
ー
ト
、
身
だ
し
な
み
な
ど
を
学
び
当
日

に
備
え
た
。
申
込
み
は
男
女
共
に
定
員
を

大
き
く
超
え
、
Ｔ
Ｖ
局
や
北
陸
の
新
聞
社

も
同
行
取
材
す
る
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
も
多

数
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
参
加
者
は
市
内
観

光
を
し
な
が
ら
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
過
ご
し
、

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ト
で
意
中
の
相
手
を
選

ん
だ
。
男
女
各
四
十
名
で
の
婚
活
は
十
二

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
見
事
成
立
し
た
。 ▲円になって一分間のフリートーキング 

▲８月１１日(火)北陸中日新聞 ▲８月１６日(日)産経新聞 

７月１１日「北日本新聞」 
７月２２日「北國新聞」 
７月２３日「日商地域最前線HP」 
８月 ７日「佐久市民新聞」 
８月１１日「北陸中日新聞」 
８月１３日「信濃毎日新聞」 
８月１５日「東信ジャーナル」 
８月１６日「産経新聞」 
９月１２日「 NHK長野放送局」 
９月１４日「NHK長野放送局2回目」 
９月１４日「長野放送」 
９月１６日「中日新聞」 
９月２５日「日経新聞」 
日商「石垣」１月号 
日本商工会議所ニュース 

日
時
：八
月
二
十
九
日
（
土
）
場
所
：佐
久
平
浅
間
小
学
校 

 

お
店
を
知
っ
て

も
ら
い
、
将
来
な

り
た
い
職
業
へ
の

憧
れ
や
地
元
で
の

就
職
に
夢
を
も
っ

て
も
ら
う
た
め
、

青
年
部
会
員
十
四

名
が
講
師
と
な
り
、

生
花
や
電
器
、
美

容
室
な
ど
自
分
の

職
業
を
分
か
り
や

す
く
児
童
へ
紹
介

す
る
職
業
体
験
ス

ク
ー
ル
（
ま
ち
ゼ

ミ
）
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

夏
の
終
わ
り
に

児
童
の
記
憶
に
残

る
楽
し
い
授
業
と

な
っ
た
。 

▲「みんなが可愛らしくなった。魔法みたい」と感動 



  

沿
線
商
工
団
体
等
で
組
織
す
る

「
中
部
横
断
自
動
車
道
経
済
懇
談

会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
、
樫
山
会

頭
が
決
議
文
を
朗
読
。
こ
の
う
ち

長
野
県
・
八
千
穂
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）

～
山
梨
県
・
長
坂
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
仮

称
）
間
は
未
だ
に
基
本
計
画
区
間

の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
一
日
も
早

い
全
線
開
通
に
向
け
て
整
備
計
画

区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
を
図
る
こ

と
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。 

今
後
も
地
域
間
の
さ
ら
な
る
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
・
諸
団
体
に
建
設
促
進
運
動

を
力
強
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。 

開
催
：五
月
か
ら
十
二
月 

場
所
：佐
久
商
工
会
議
所
・三
才
山
病
院
他 

 

脳
を
活
発
に
働
か
せ
思
考
力
や
判
断
力
向

上
な
ど
の
効
用
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
毎

年
「
そ
ろ
ば
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
ジ
ャ
パ
ン
」
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
五
月
に
開

催
し
た
長
野
県
大
会
で
中
佐
都
小
三
年
生
の

梅
原
伊
織
里
く
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
栄
冠
に
輝
い
た
。 

 

八
月
の
兵
庫
県
で
の
全
国
大
会
で
は
残
念

な
が
ら
入
賞
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後

の
活
躍
に
期
待
が
か
か
る
。 

8
月
12
日
（水
） 

▲決議文の早期全線開通を訴える樫山会頭 

－１１－ 

  

Ｊ
Ｒ
小
海
線
の
前
身
の
佐
久
鉄

道
が
開
業
一
〇
〇
周
年
、
小
海
線

が
十
一
月
に
全
線
開
通
八
〇
周
年

を
記
念
し
、
記
念
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
た
。 

当
所
で
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
る
た
め
「
オ
カ
ー
ゴ
」
の

体
験
搭
乗
や
「
煮
こ
じ
蕎
麦
」
を

提
供
し
、
大
変
賑
や
か
な
一
日
と

な
っ
た
。 

▲多くのお客様で賑わう中込駅前 

▲そろばんグランプリ全国大会 
 に出場した梅原伊織里くん 

   

信
州
佐
久
安
養

寺
ら
～
め
ん
会
で

は
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
丼
が
も
ら
え
る

「
安
養
寺
ら
～
め

ん
祭
り
」
を
開
催
。

期
間
限
定
で
コ
ン

ビ
ニ
大
手
ロ
ー
ソ

ン
で
も
レ
ン
ジ
麺

の
安
養
寺
ら
～
め

ん
も
販
売
し
た
。 

 

日
時
：八
月
八
日 

場
所
：中
込
駅
及
び
中
込
駅
前
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル 

日
時
：九
月
三
日
（木
） 

場
所
：甲
府 



 

和
洋
菓
子
や
佐
久
鯉
加
工
品
、
味
噌
、
製

麺
、
漬
物
、
地
ビ
ー
ル
な
ど
地
元
で
生
産
さ

れ
た
加
工
品
二
十
三
品
を
紹
介
Ｐ
Ｒ
す
る
冊

子
「
信
州
佐
久
自
慢
の
一
品
」
の
冊
子
を
作

成
し
た
。 

 

冊
子
は
北
陸
で
の
物
産
販
売
に
あ
た
り
作

成
し
た
も
の
で
、
作
り
手
の
顔
や
思
い
が
見

え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
気
に
入
っ
た
商

品
を
友
達
や
知
り
合
い
に
紹
介
で
き
る
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
が
つ
い
て
い
る
の
が
特
徴
。
全
五

十
四
頁
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
。 

 

宴
席
の
最
初
の
十
五
分
間
と
中
締
め
前
の
十
五
分

間
は
お
酌
に
ま
わ
る
の
を
控
え
て
自
分
の
席
で
食
事

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
料
理
の
食
べ
残
し
を

減
ら
そ
う
と
「
い
～
こ(

十
五
分)

、
い
～
こ(

十
五

分)

」
運
動
の
推
進
を
始
め
ま
し
た
。
飲
食
店
か
ら
は

「
料
理
人
が
作
っ
た
料
理
が
残
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
、
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
大
変

好
評
を
頂
い
て
い
る
。 

－１２ー 

▲佐久市自慢の地場産品が掲載された冊子 

 

鯉
侍
が
活
躍
す

る
ポ
ス
タ
ー
シ
リ

リ
ー
ズ
そ
の
四
、

そ
の
五
と
し
て
、

佐
久
の
地
場
産
品

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

用
ポ
ー
ル
や
地
酒
、

煮
こ
じ
蕎
麦
、
佐

久
鯉
等
）
を
Ｐ
Ｒ

す
る
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
た
。
お
店

や
事
務
所
に
貼
っ

て
い
た
だ
く
よ
う

会
員
へ
配
布
し
た
。 

「
佐
久
は
地
酒
で
乾
盃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
年
末
年
始
に
向
け

「
女
子
会
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
佐
久
の

文
化
と
い
え
る
日
本
酒
を
味
わ
う
べ
く
、
地
元
の
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
・

旅
館
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
狙
い
。 

 
▶
四
月
十
八
日(

土)

信
濃
毎
日
新
聞 


